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2

T o p i c s

が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、

H
W
P
の

利
用
状
況
は

製
品
の
種
類

や
国
ご
と
に

異
な
り
複
雑

で
あ
り
、
算

定
方
法
の
違

い
に
よ
る
得

失
の
思
惑
も

あ
り
、
結
局

何
ら
か
の
決

定
を
す
る
に

至
ら
な
い
ま

ま
、
次
期
枠

組
の
議
論
に

持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
が

国
は
木
材
利
用
に
よ
る
温
暖
化
防
止
効
果
が

図
れ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
作
り
を
交
渉
の
場
で

主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
2
0
1
1
年
の
ダ

ー
バ
ン
会
合
で
、
よ
う
や
く
各
国
の
合
意
に

至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	

H
W
P
の
ル
ー
ル

　
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
に
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
H
W
P
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
ル
ー
ル
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

①
先
進
締
約
国
は
、
森
林
経
営
と
し
て
、
地

上
部
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
下
部
バ
イ
オ
マ

ス
、
リ
タ
ー
、
枯
死
木
、
土
壌
、
に
加
え

H
W
P
の
炭
素
プ
ー
ル
の
変
化
量
を
計
上

す
る
。

②
H
W
P
か
ら
の
排
出
は
生
産
国
に
の
み
計

上
す
る
。
輸
入
し
た
H
W
P
は
輸
入
国
に

は
計
上
し
な
い
。

③
３
つ
の
H
W
P
分
類（
製
材
、
木
質
パ
ネ

ル
、
紙
）に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決

め
ら
れ
た
半
減
期（
製
材
35
年
、
木
質
パ

ネ
ル
25
年
、
紙
２
年
）を
用
い
た
一
次
減

衰
関
数
と
呼
ば
れ
る
計
算
式
に
よ
り
炭
素

プ
ー
ル
の
変
化
量
を
計
上
す
る
。

④
半
減
期
に
つ
い
て
は
国
固
有
の
デ
ー
タ
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
検

証
可
能
な
場
合
に
は
、
I
P
C
C
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
等
に
従
い
、
国
独
自
の
計
上
を
し

て
も
よ
い
。

⑤
森
林
減
少
の
際
に
生
産
さ
れ
た
H
W
P
は

即
時
排
出
と
し
て
計
上
す
る
。

⑥
固
形
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
及
び
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
か
ら
の
CO2
排
出
は
、
即
時
排
出
と

伐
採
木
材
製
品（
H
W
P
）の
炭
素
量
を
評
価
し

計
上
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　
平
成
23
年︵
2
0
1
1
年
︶12
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
及
び
京
都
議
定
書
締
約
国
会
合

︵
C
O
P
17
/
C
M
P
7
、﹁
ダ
ー
バ
ン
会
合
﹂︶で
は
、
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期

間
に
か
か
る
合
意
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
伐
採
木
材
製
品︵
H
W
P
︶の

炭
素
量
を
評
価
し
計
上
す
る
ル
ー
ル
も
決
定
さ
れ
、
木
材
の
気
候
変
動
を
緩
和
す

る
役
割
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
24
年︵
2
0
1
2
年
︶12
月
の﹁
ド
ー
ハ
会
合
﹂︵
C
O
P
18
/

C
M
P
8
︶で
は
、
日
本
な
ど
先
進
締
約
国
に
つ
い
て
、
第
二
約
束
期
間
の
参
加

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
森
林
経
営
や
森
林
減
少
な
ど
に

よ
る
炭
素
量
の
変
化
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
二
約

束
期
間
に
参
加
し
な
い
我
が
国
と
し
て
も
、
引
き
続
き
森
林
分
野
の
吸
収
･
排
出

の
報
告
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
新
た
に
H
W
P
の
計

上
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
H
W
P
推
計
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス︵
手
引
き
書
︶に
つ
い
て
は
、
本
年
11
月
に

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
催
さ
れ
る
C
O
P
19
/
C
M
P
9
で
の
採
択
を
目
指
し
て
、
現

在
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル︵
I
P
C
C
︶に
お
い
て
、
内
容
の
詰
め

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

	

経　

緯

　
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間（
2
0
0
8
‐

2
0
1
2
年
の
５
年
間
）の
森
林
吸
収
量
に
つ

い
て
は
、
森
林
の
５
つ
の
※
炭
素
プ
ー
ル（
地

上
部
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
下
部
バ
イ
オ
マ
ス
、

リ
タ
ー
（
落
ち
葉
な
ど
）、
枯
死
木
、
土
壌
）

の
炭
素
量
の
変
化
を
計
上
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

伐
採
さ
れ
搬
出
さ
れ
た
木
材（
H
W
P
）に
つ

い
て
は
、
伐
採
即
排
出
と
み
な
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
H
W
P
の
炭
素

循
環
に
つ
い
て
は
、
木
材
が
住
宅
資
材
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
間
は
木
材
中
に
炭
素
を

蓄
積
・
固
定
し
て
お
り
、
最
終
的
に
焼
却
、

腐
朽
な
ど
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
た
時
に
よ
う
や

く
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期

間
の
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
際
に
も
、
議
論

図１　京都議定書第二約束期間に導入されたHWPルールの概念図

※炭素プール：バイオマスや木材として固定されている現有の炭素量の合計。
　　　　　　　バイオマスの成長や住宅建築などで増加する一方、焼却や腐朽などによる廃棄により減少する。 12



3

4

し
て
計
上
す
る
。

⑦
第
二
約
束
期
間
開
始
以
前（
2
0
1
2
年

以
前
）の
H
W
P
か
ら
の
排
出
も
計
上
す

る
。

	

計
上
方
法

　
一
次
減
衰
関
数
曲
線
に
お
け
る
H
W
P
の

炭
素
量
は
、
H
W
P
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め

た
直
後
か
ら
排
出
が
、
最
初
は
急
激
に
後
に

は
ゆ
っ
く
り
と
進
む
曲
線
と
し
て
表
さ
れ
ま

す（
図
２
）。
木
材
利
用
の
実
態
と
は
異
な
る

の
で
は
な
い
か
と
違
和
感
を
持
つ
人
も
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
交

渉
の
結
果
と
し

て
ダ
ー
バ
ン
会

合
で
は
、
炭
素

プ
ー
ル
に
入
っ

た
H
W
P
か
ら

は
、
一
次
減
衰

関
数
曲
線
に
基

づ
き
排
出
が
行

わ
れ
る
と
い
う

考
え
方
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
と
し

て
の
H
W
P
の

推
計
方
法
に
つ

い
て
は
、
木
材

利
用
の
大
き
な

部
分
を
占
め
、

ま
た
、
炭
素
蓄

積
期
間
も
長
い
建
築
物
利
用
は
、
一
次
減
衰

関
数
で
は
な
く
、
よ
り
利
用
実
態
に
近
い
も

の
と
す
る
国
独
自
の
推
計
方
法
を
採
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
そ

の
他
の
木
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
統
計
デ
ー

タ
の
欠
落
や
精
度
の
低
さ
か
ら
す
べ
て
を
拾

い
上
げ
て
い
く
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
す

の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
半
減
期
と
一

次
減
衰
関
数
を
使
用
し
た
推
計
を
行
う
こ
と

が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
H
W
P
の
炭
素
量
の
変
化
は
、
今
後
、
我

が
国
が
自
主
的
に
定
め
る
こ
と
と
な
る
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
の
内
訳
と
し
て
、
ま
た
、

2
0
2
0
年
以
降
の
新
た
な
国
際
的
枠
組
の

ル
ー
ル
に
も
影
響
す
る
た
め
、
大
変
重
要
で

あ
り
、
現
在
、
林
野
庁
に
お
い
て
H
W
P
の

炭
素
プ
ー
ル
の
具
体
的
な
推
計
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

H
W
P
の
地
球
温
暖
化
の

	

緩
和
に
果
た
す
役
割

　
京
都
議
定
書
の
H
W
P
ル
ー
ル
に
お
い
て

評
価
さ
れ
る
の
は
、
H
W
P
の
炭
素
プ
ー

ル
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
炭
素
の
量
で
は
な

く
、
そ
の
変
化
量
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
我
が
国
の
森
林
の
成
長
量
は
利
用

量
よ
り
も
大
き
い
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め

に
、
森
林
は
吸
収
源
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

H
W
P
の
炭
素
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
吸
収
源

と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
全
体
で
、
廃
棄

さ
れ
る
H
W
P
よ
り
も
、
新
規
に
利
用
す
る

H
W
P
の
方
が
大
き
な
量
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
我
が
国
の
H
W
P
の
炭
素
プ
ー
ル
の
将
来

的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
、
国
産
材
利
用
割
合

が
、
回
復
基
調
に
は
あ
る
も
の
の
い
ま
だ
低

い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と（
図
３
）、
及
び
主
要

な
木
材
の
需
要
先
で
あ
る
住
宅
建
設
の
状
況

に
つ
い
て
、
新
設
住
宅
の
着
工
戸
数
が
近
年

は
か
つ
て
の
半
分
近
く
の
水
準
で
あ
る
こ
と

（
図
４
）か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
推
移
し
て
い
く

と
し
た
場
合
は
、
H
W
P
か
ら
の
排
出
が
吸

収
を
上
回
る
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
国
産
材
の
使
用
量
を
、
輸

出
を
含
め
増
加
さ
せ
続
け
る
こ
と
、
及
び
、

新
た
に
利
用
す
る
H
W
P
は
、
廃
棄
す
る

H
W
P
よ
り
も
長
期
間
利
用
し
て
い
く
こ
と

が
、
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
木
材
利
用
に
よ
る
温
暖
化
緩

和
へ
の
貢
献
は
、
H
W
P
の
炭
素
プ
ー
ル
の

増
加
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
で
あ
り
、
大
気
中
の
CO2

濃
度
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
特
性
を
有

し
て
い
る
た
め
、
化
石
燃
料
の
消
費
を
抑
制

し
ま
す
。
ま
た
、
鉄
鋼
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
住
宅
資
材
に
代

替
し
て
製
造
・
加
工
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
少
な
い
木
材
の
利
用
を
進
め
る
こ
と

は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
大
変
効
果
的
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
こ
の
よ
う
に
、
H
W
P
ル
ー

ル
の
活
用
を
含
め
、
木
材
利
用
を
通
じ
た
温

暖
化
緩
和
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め
に
、

今
後
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

残存率
（％）

生産されてからの経過年数（年）

製材（35年）

木質パネル（25年）

紙（２年）

図２　半減期の違いによる一次減衰関数曲線

図３　国産材供給量と木材自給率の推移

図４　我が国の新設住宅着工戸数と木造率の推移
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